
― 　 ―1

一般問題（薬学理論問題）　【薬理】

問 151　下のグラフは、摘出回腸平滑筋を用いた受容体刺激薬Ａによる収縮反応の濃度-

反応曲線と、それに対する薬物Ｘ（10-7 mol/L）あるいは薬物Ｙ（10-7 mol/L）の

併用が及ぼす影響を示したものである。刺激薬Ａは、一種類の受容体のみを刺激

し、薬物Ｘと薬物Ｙに収縮作用はない。この結果に関する記述として、正しいのは

どれか。２つ選べ。

1  刺激薬Ａの pD2 値は、約 7である。

2  薬物Ｘの pA2 値は、 7より小さいと推定できる。

3  10-5 mol/L の刺激薬Ａによる収縮反応は、薬物Ｘ（10-7 mol/L）の併用により

約 50％抑制される。

4  薬物Ｙは、刺激薬Ａに対する非競合的拮抗薬である。

5  薬物Ｙの内活性は、0.5 である。
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